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【2024年1月～3月】

いつも熱いご支援、ありがとうございます。

　5月4日（土）、5日（日）に「相模の大凧まつり」が新戸スポー
ツ広場で開催されました。
　今年の大凧の題字は「稀風」。相模原市の市制70周年の
「古稀」祝いとして、頼もしい風が吹くことを記念する願いが
込められているそうです。日本一の大凧が大空に舞い上が
る姿は壮大で、観ていた子どもたちも「ワッショイ、ワッショ
イ」と大声をあげて感動していたようです。そして、相模原
南児童ホームも開設より10年を迎えました。10年間、新戸
の土地でホームの運営ができたのも、地域の皆様のご支援、
ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
　稀風に乗って大空に舞い上がる大凧の様に、子どもたち
が笑顔でスクスクと育ち、未来に向かって羽ばたけるように
私たち職員も頑張っていきたいと思います。

相模の大凧まつり

くすのき学習教室について

お知らせ

日にち：2024年8月4日（日）
時　間：午前10時～12時

場　所：サンエールさがみはら 第1会議室
　（相模原市緑区西橋本5-4-20）

メール　minami-satooya@chusinkai.jp
電　話　042-704-8433
①住所②参加者全員の氏名（ひらがな）
③固定・携帯電話番号が必要です。
申込み締め切り：2024年8月1日（木）
<問い合わせ先>　相模原市里親養育包括支援センター 「ふうせんかずら」
〒 252-0231中央区相模原5-1-20 南栄ビル402
電話 042-704-8433 (平日 土日祝日 午前9時～午後6時)
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相模原南児童ホーム　副所長　手塚 賢二

　昨年１１月から開校した学習教室ですが、今年度も相模原南児
童ホーム施設内にて実施致します。５月１日現在生徒数２９名で
す。くすのき学習教室は、小学生の学習支援を行うことで、基礎
でつまずいた子どもが理解できるようになる。さらに、勉強が嫌
いな子どもたちが勉強を好きになり、将来に夢が持てるよう子ど
もたちの育成を図ります。
　学習支援の対象は基本、小学生を対象にしております。条件は
塾へ通っていなければ誰でも参加できます。費用は無料です。
　なお、この事業は、新磯地区社会福祉協議会が主催、相模原南
児童ホーム共催のもと行なっております。

申し込み・問い合わせ先
くすのき学習教室

社会福祉法人　中心会　相模原南児童ホーム内
〒252－0326　相模原市南区新戸905－1

TEL：046－251－5590
FAX：046－251－5591

e-mail：sagamihara-minami@chusinkai.jp
担当：二瓶・手塚・曽我

　２０２４年４月６日（土）７日（日）に４年ぶりにさくら祭りが開催され、
ふうせんかずらとさがみの里親会共催でブースを出展しました。
　里親会では、お子様連れを中心に輪投げゲームを行い、ふうせ
んかずらは、市民の皆様が里親制度を知るきっかけとなるように、
以下の4つを行いました。
①里親制度のパンフレット・里親制度説明会のチラシの配布②

ブース内での里親制度チャレンジ③「あなたは何を見ますか？」ア
ンケート④缶バッチ制作　
　特に③のアンケートでは、里親制度の啓発にどのような媒体を
使用すると効果的かを調べることができました。コロナを経て、久
しぶりに大きな祭りで、天気にも恵まれ大勢の人に向けて啓発を
行えました。ブースに遊びに来てくれた皆様、ご協力いただいた皆
様ありがとうございました。
　相模原市では現在、社会的養護のお子さんが約200名。里親は
96組。まだまだ里親がたりません。こうした機会を利用して里親が
増えることを希望しています。あなたも里親になってみませんか？

さくら祭りで「ふうせんかずら」も出展！

　2024年4月12日（金）に、特定非営利活動法人プレイグラウンド・
オブ・ホープの皆さん、PAGインベスト マネジメント株式会社の皆さん
のご協力の下、相模原南児童ホームで大型遊具のメンテナンスを行な
いました。工程として、木材のペンキ塗り→遊具のやすりがけ、掃除
→木材の組み立ての流れで作業を行ないました。ペンキ塗りの途中、大
雨にみまわれ、ペンキ塗りを終えたところで作業が１時間程止まってし
まいました。雨がやみ作業が再開し、急ピッチで作業が進められ、ついに
大型遊具のメンテナンスが終わりました。終わった後、子どもたちを呼
んで大型遊具で遊び、グラウンドでハンバーガーを皆で食べました。子
どもたちに話しを聞くと「たくさんの人が直してくれて良かった」「大型
遊具で遊べて楽しかった」など笑顔一杯で話してくれました。たくさん
の人が関わってメンテナンスが終わった遊具を子ども、職員一同大切
使っていきたいと思います。誠に有難うございました。（児童課　鈴木）

大型遊具のメンテナンスを行いました

　新年度を迎え、環境美化委員会が始動しています。４月はグランドの草むしり、
屋上、ベランダの掃除、ゴールデンウイークは子どもたちと野菜の苗を植えまし
た。トマト、きゅうり、なす、サツマイモなど。無事に育つか心配ですが、今年は一つ
でも多く野菜が収穫できるように、気にかけながら野菜の成長を見守りたいと思
います。
　春休みには、２年ぶりに縁日が開催できました。縁日メニューあり、景品あり、手
作り感満載で、子どもたち職員ともに楽しく過ごしました。
　また４月４日（木）には「かわさきエコ暮らし未来館」へ小学生までの児童２２名職
員６名で、リサイクルの勉強に出かけました。海の見える公園でお弁当を食べ、飛
行機を見たり、体を沢山動かして子どもたちも満足して帰ってきました。良い思い
出になりました。今年も楽しく活動していきたいと思います。(児童課　鳥井)

環境美化委員会の活動報告

　3月12日（火）、三菱電機株式会社　鎌倉製作所様より
神奈川県共同募金会を通じて掃除機と炊飯器をいただ
きました。いただいた家電製品は、子どもたちの自立支
援に役立てたと思います。三菱電機株式会社　鎌倉製
作所の皆様、誠にありがとうございました。（曽我）

相模原市里親養育包括支援センター・相模原市共催
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（１）学習場所について
　　相模原南児童ホーム、会議室にて行います。
（２）実施日時について　＜無料＞
　　学習は毎月、第２・第４の土曜日　

また第５土曜日には制作等行います。
（３）実施時間について
　　 １部　小学1年生～3年生 ⇒   9時～10時00分
　　 ２部　小学4年生～6年生 ⇒10時10分～11時50分

    （休憩15分有)
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　4月28日（日）に相模エナジー株式会社様より
お好み焼き屋に招待していただきました。今回は
幼児フロア児童を招待していただきましたが（別
日で男子フロア児童、女子フロア児童も招待頂い
ております）、子どもたちも出発前からワクワクし
た様子でいざ食事が目の前にくると目を輝かせ
ながら嬉しそうに食べていました。サイドメ
ニューも豊富でお腹いっぱいになるまで食べさ
せていただき大満足の日になりました。子どもた
ちにとって、外食は公共マナーを学ぶ機会である
ことや、お好み焼きなどの調理工程を間近で見る
事が出来たり良い経験になったのではないかと
思っています。施設への帰り道の車内でも「おい
しかった。また行きたい」と子どもたちは話してお
りました。相模エナジー株式会社の皆様ありがと
うございました。（児童課　関 　駿斗）

　「やねよ～りた～かいこいの～
ぼ～り～♪」と毎日子どもたちの
歌声がユニットに響いています。
　５月５日子どもの日には、初節
句の子も多く、みんなかっこいい
衣装を纏い兜の前やこいのぼり
の所で記念撮影をしました。そ
の日の夕食は職員特製こいのぼ

りカレー！　乳児課を卒業し、幼児ユニットにお引
越しした子どもたちも久しぶりの里帰りをして一
緒に楽しみました。また大凧まつりを見に行き、大
きい凧や消防車をみて、「おぉ！」や「しょうぼう
しゃー！」などと大きな声も出ていました。
　沢山の屋台が並び、どれを買うか悩みながらも
かき氷やポテトを食べ楽しいゴールデンウィーク
となりました。（乳児課　出井）

　今年も「相模の大凧まつり」の季節がやってき
ました。１８３０年頃から受け継がれてきた伝統行
事で、５月４日・５日に開催されました。今年の題字
は「稀風（きふう）」相模原市の市制施行７０周年を
人生に例え、７０歳の「古稀」を祝うという意味が込
められているそうです。数か月かけて作られた巨
大な凧が、春風に乗って大空高く揚がると、会場
の多くの人から歓声と拍手が起きます。私は、５日
の午後に高校生、中学生、小学生数人を連れて行
き、子どもたちも凧が揚がると「おー」と思わず声
が出ていました。会場には、多くの屋台が並び、良
い匂いが食欲をそそります。みんなで、たこ焼き、
かき氷を買い、食べ歩きました。今年は、コロナの
影響をまったく感じさせない大変な盛り上がりで
した。きっと、この大凧まつりは、子どもたちにとっ
て思い出として残ると思うので、また来年も開催
できることを願います。（児童課　前田）

　今年のゴールデンウィークは
大凧まつり、招待イベントや、ユニットでのお出か
けなどイベントが盛りだくさんでした。5月6日、歩
ユニットで愛川公園に遊びに行きました。
　アスレチックや大きな遊具がたくさんある中で
走ったり、跳んだり回ったりと普段の遊びでは出来
ないような体験をたくさんしてきました。日常的に
幼稚園等で活発的に動き回っている幼児さんはも
ちろん、小学生の子どもたちも施設であまり運動
をしない分、公園で元気よく遊んでいました。
　その中でも幼児、小学生共に大きなドーム型の
トランポリンにくぎ付けになっていたのが印象的
でした。ユニットでは喧嘩になりそうな場面でも、
公園では協力して遊んでいたりと職員から見ても
発見の多い外出になりました。帰りの車の中でも
「楽しかった、また行きたい」と大盛り上がり。今年
のゴールデンウィークは子どもたちにとって、とて
も充実したものになったのではないかと思いま
す。（児童課　野口）

　　蕾ユニットに配属されま
した横山護です。前職は放
課後等デイサービスで、主
に小学生高学年から高校
生を対象に療育を行ってき
ました。この職場でもその経
験が活かせればと考えていま

す。子どもに対する時に特に意識していること
は、子どもの主体性を引き出し尊重することで
す。指示、指導を中心に置くのではなく、でき
るだけ子どもが自ら気付くようにし、子どもを
委縮させることのないように気を付けていき
たいです。これから先、一人でも多くの子ども
が前向きに充実した生活を送れるように微力
ながら力を尽くしていきたいと思っています。
（児童課　横山）

　　今年度より幼児フロアの
係長になりました関駿斗で
す。相模原南児童ホームで
は6年目となります。
　私の長所はその場を明る
くする事、相手の事を思いや

るところだと思っています。幼
児フロアの子どもたちに負けないように元気
よく働きながら職員のみなさんのケアをした
いと思っています。そしてみなさんに助けてい
ただきながら日々成長し、係長としてではなく
まずは「人」として多くの人の支えられる存在
になれるよう率先して動きたいと思います。
　賢さはないので謙虚さと思いやりでみなさ
んに頼られるように一生懸命頑張りたいと思
いますのでよろしくお願いします。
（児童課　関　駿斗）

　　今年度より児童課の実ユ
ニットに配属となりました、
滝浦夕芽と申します。
　カメラを持って野球観戦
に行く事が好きで、ユニット
の高校生ともよく野球の話

しをしています。観戦は友人と
も行きますが、今年は宮崎キャンプを見に1人
で5泊6日旅をしてきました！
　初めての仕事と慣れない男の子たちの対応
に苦戦しているところではありますが、子ども
たちとたくさん笑い、たくさん話し、子どもに
も周りの職員にも信頼してもらえるよう努め
ていきたいと考えております。
　これからご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。（児童課　滝浦）

　　相模原南児童ホーム児童
課になりました杉山あさひ
です。
　小学３年生頃からずっと
名探偵コナンが大好きで、
名探偵コナンの聖地巡りを

してみたいです。今年度中に函
館、ゆくゆくはロンドンやシンガポールなど海
外にも行くことが夢です。休日は、推しの声優
さんがいるのでイベントに行く事が多いです！
全力で推し活をしてます！ また運動する事も大
好きなので、そのパワフルさを活かして明るく
子どもと一緒に楽しみながらも、切り替えを
しっかりとし、メリハリのついた職員を目指して
頑張りたいと思います。よろしくお願いします。
（児童課　杉山）

　　４月１日より、相模原南児童
ホーム児童課虹ユニットに配
属になりました。千葉です。
以前は、知的障害のある方が
いる生活介護と児童の放課
後等デイサービスで２年程勤

めていました。生活介護では主
に仕事の役割分担・工程の説明等の作業のサ
ポートとトイレ・食事介助等の生活支援をしてい
ました。　放課後等デイサービスでは、個別支援
計画にそった支援を職員と協力して行なってい
ました。
　この経験を活かして、児童の苦手なことを一
緒に取り組み克服が出来たり出来たことに対し
て褒め得意なことを増やしていくようにお手伝
いができたらいいなと思っています。分からない
事も多くありますが、ご指導、ご鞭撻のほどよろ
しくお願いします。（児童課　千葉）

　 相模原市南児童ホームの児
童課に配属になりました。酒井
梨々華と申します。
　映画鑑賞、ゲーム、アニメ、
漫画、絵を描くこと等好きな
事が沢山あります。最近はソロ

キャンプに興味があり挑戦してみ
たいなという気持ちがあります。特に絵を描くこと
が大好きなので何か描く機会がありましたら、是
非とも任せてもらえればと思います。また、日々の
会話を大切にし、好きな事を活かして子どもたち
と一緒に楽しみながら信頼関係を築いていきたい
と思っています。一緒に楽しむだけでなく、ダメな
事はダメとメリハリをしっかりつけていきたいとも
思っています。まだまだ分からない事だらけで沢
山ご迷惑をかけてしまうかもしらませんが、一つ
一つを丁寧に精一杯頑張りたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。（児童課　酒井）

　　５月1日から乳児課に勤
めることになりました。関崇
宏と言います。
　昨年までは高校の保健
体育科教諭をしていまし
た。年齢は大きく変わります

が子供のために一生懸命頑張
りたいと思います。
　慣れないことでご迷惑かけることも多いと
思いますが、宜しくお願い致します。
（乳児課　関　崇宏）

　　4月より相模原南児童
ホーム乳児課に配属になり
ました砂川順子です。
日々の生活の中で、子ども
一人ひとりのリズムや成長
に合わせ愛着関係を作ると
共に、子どもたちが楽しく安心

して過ごしていけるよう、一緒に身体を動かし
たり、手遊び歌や読み聞かせなどをたくさん行
い、子どもたちの好きな事やできることを1つ
でも多く増やしていけるよう努めていきたい
と思います。
　私自身も子どもたちと沢山の経験を通して
たくさんのことを学び、ともに成長して行けれ
ばと思います。（乳児課　砂川）

　　初めまして、この度4月か
ら乳児課さくらひまわりユ
ニットへ配属となりました
田中朱里と申します。
　九州から今回の就職を機
に神奈川へ引っ越して来たこ

とで職場、私生活共に新しい環
境となり慣れるまでに時間が掛かってしまうだ
ろうと思っていました。しかし、一つ一つ丁寧に
ご指導くださる先輩職員の皆様のおかげで楽
しく子どもたちと過ごすことが出来ています。
　まだまだご迷惑をおかけすることが多々ある
かと思いますが、子どもたちからも職員、保護者
の皆様からも信頼して頂ける職員となれるよう
日々精進して参ります。どうぞよろしくお願い
致します。（乳児課　田中）

　　4月から乳児課に配属に
なりました、鈴野美香と申し
ます。
　社会に出て初めての仕
事なのでわからないことも
多く、ご迷惑をおかけするこ

ともあるかもしれませんが、精
一杯頑張りたいと思います。子どもたちの成長
を見守りつつ、自分も子どもたちから学び成長
できるようにしていきたいなと思います。
　子どもたちの普段の様子をよく観察して、少
しの変化にも気づけるようにしていきたいと
思います。また、子どもたちの興味のあるもの
や好きなことを知り、一緒に楽しんで関わりを
持てるようにしていきたいなと思います。
よろしくお願い致します。(乳児課　鈴野)

　　2月から健康管理課で働
かせて頂いています。私が
看護師になった理由をお話
しさせて頂くと、高校で入
院した時に見た看護師さん
手のしぐさがとても素敵

だったからです。手は人を殴っ
て傷つける事もあれば背中を擦るだけで相手
を癒す事も出来ます。私も自分の手を良い事
に使えたらと思い看護師を目指しました。今は
乳児課で子どもを抱っこしたり薬を塗ってあ
げたりする事に手を使えています。今後は児
童課にも入り大きい子たちに関わるので、そ
こでも頭をなでたり背中を擦ったり子どもた
ちの為に自分の手を使っていきたいです。施
設内で見かけたら声を掛けて下さい。どうぞ
宜しくお願い致します。（健康管理課　清水）

　　４月から栄養管理係に配
属になりました室井奈美と
申します。
　今までは保育園の栄養
士としてたくさんの子ども
たちの胃袋を担ってきまし

たが、児童養護施設は初めての
経験。少し大きな子どもたちと関わることで、
毎日刺激を受けながらも日々奮闘中です。年
齢は若干高めの新人ではありますが、先輩たち
に教えていただきながら大きく成長出来たら
と思います。よろしくお願いいたします。好き
な食べ物はバナナです！（栄養管理係　室井）

児童課スタッフ紹介

　5月4日（土）、施設のお部屋で里親さんが子ども
たちと一緒にクッキー作りをして下さいました。普
段の生活では、8人近い子どもと1～2人の職員で
過ごす為、お菓子作りまで出来ない事も多く、普段
は出来ない経験をさせてもらい、子どもたちもと
ても楽しそうに参加していました。初めての経験
だった子どもは、焼けていくクッキーをオーブンの
前に張り付いて出来上がるまで目を輝かせて見て
おり、とても楽しみにしていたようです。初めてす
る作業に少し緊張した様子の幼児がいたり、慣れ
た手つきで楽しそうに参加する児童、色々な児童
がいました。ですが、どの児童にとっても自分達で
作った物を食べるという経験は、楽しい良い経験
となったようです。そのような機会を子どもたちに
提供してくれる里親さん達に、職員も子どもたち
も日々支えられて過ごしています。（児童課　菅）

　子どもたちは普段通り散歩に行ったり、グランド
で遊んだりしながらのんびりと過ごしました。その
中でも相模原市の大凧祭りが5月4日、5日に行わ
れ散歩しながらみんなで参加してきました。普段
見ない人の多さに圧倒され泣いてしまう子や大
きな花火の音に驚き泣いてしまう子もいました。
お昼前の時間だったこともあり寝てしまう子
も、、、。しかしお祭りのにぎやかな様子を肌で感じ
楽しむことが出来ました。慣れてくると笑顔も見
られ、職員の声掛けによって大凧が上がるのを応
援する様子も見られました。
　また、5月5日の子どもの日には相模原南児童
ホームの玄関に飾られている大きなこいのぼりと
写真を撮りました。こいのぼりに向かってジャンプ
しタッチするととても嬉しそうに笑う姿も見られ
ます。とてもいい笑顔の写真が撮れました。その
日の夕飯にはこいのぼりの形のカレーを作って提
供しました。「こいのぼり！」と気付き、もりもりと食
べてくれました。（乳児課　横山）

乳児課スタッフ紹介 健康管理課スタッフ紹介

栄養管理係スタッフ紹介

子どもたちの生活の様子

職員だより
お好み焼きご招待 大凧まつりお菓子作り体験教室 ゴールデンウィークの子どもたちの様子
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